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【基本方針】（スペース含み８００字程度、全て全角で４０文字×２０行）  
　本年度、公益社団法人日本青年会議所東北地区山形ブロック協議会会長を輩出いたします。この機会を山形ＪＣと山形ブロック協議会の関係をさらに強固なものとする、またとないチャンスと捉え、私たちグループがその懸け橋となる一翼を担います。更にこれまでの５６年の歴史に裏打ちされた伝統を継承するとともに、未来の活力ある「やまがた」の創造のために全力で邁進いたします。
山形ブロック協議会の運営に携わる私たち山形ブロック協議会支援グループが、ブロック内での活動の経験や関係をＬＯＭへ持ち帰り進化させることが「やまがた」の発展に繋がるものだと確信いたします。更に国際組織である青年会議所のスケールメリット活かし、多くの場面において広く「やまがた」の存在・魅力を発信します。ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会の招致に向けての活動は我々だけでは決して成せるものではありません。本年の活動を通しブロック内の各ＬＯＭにＪＣＩ ＡＳＰＡＣを身近なものとして発信することで大会招致に向けた大きな波へと成長させるとともに、開催に向けた協力関係・ネットワークを築いていきます。山形青年会議所は山形県内において最初に創立された青年会議所であり、県都である山形市を中心に５６年もの長いあいだ活動を行なっています。この歴史を踏まえ、キャピタルＪＣであることの責任と大きな気概をもって、委員会メンバーがＪＣ運動に主体的に関わっていくことにより、ＬＯＭメンバーへ出向の意義や楽しさを様々な場面で伝えていきます。また当委員会で担当する公開例会においては、市民の方々と共に自分たちのまちづくりに参画できる機会を提供いたします。
　ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ開催に向け勢いを増している山形ＪＣの一員として山形ブロック協議会の事務局を担うことで、ブロック協議会の活動をより活性化させ、ＬＯＭへと還元することが、私たちの愛する「やまがた」を活力あるまちへと進化させます。
【基本テーマ】
・ＬＯＭと共に歩むブロック協議会、互いの懸け橋となり更なる進化を！！
【重点事項】
山形ブロック協議会の運営に関する事項
９月公開例会の開催に関する事項
【グループ構成】

・山形ブロック協議会支援委員会
【委員会テーマ】（３０文字程度）
活力ある「やまがた」創造の為に、ブロックとＬＯＭに元気を発信します。
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